
ボツワナ共和国月報（２０２０年２月） 

主な出来事 

【内政】 

●カーマ，マシシ，サイの密猟で新たな争い 

●２０２０／２１年度財政演説の発表 

【外政】 

●ボツワナ政府，エチオピアに大使館を設立する 

●マシシ大統領，ガインコブ・ナミビア大統領と会談 

●ボツワナ・ジンバブエ間の協力，幅を広げる 

【経済】 

●デビアスグループ，好成績で新年を始める 

●７月にアフリカ大陸自由貿易協定開始する 

●ボツワナ，４５億プラの商品を輸出する 

【文化】 

●日本の大学，ソフトボール選手を強化する 

※当地メディア記事等を任意に引用した内容です。 

 

【内政】 

○ カーマ，マシシ，サイの密猟で新たな争い 

過去１２か月で３６頭のサイが殺害された。マシシ大統領は，とある小さなエリート・グ

ループがいつもボツワナの密猟問題について辛辣なコメントをしているという憂慮すべき

傾向がある旨述べた。また，野生動物保護を担当する省の高官がカーマ前大統領のサイの

殺害への関与をラジオでほのめかしたものの，同前大統領は関与について否定している。

今後より多くの軍人が密猟のホットスポットに動員される予定である。（１日：ウィークエン

ド・ポスト紙 ３面，２日：サンデー・スタンダード紙 ２面，７日：ボツワナ・ガーディアン紙 １面及び

８面，７日：メヒ紙 １面及び５面） 

 

○ ２０２０／２１年度財政演説の発表 

３日，マツェカ財務・経済開発大臣は国民議会にて，２０２０／２１年度予算案に関する演説を行っ

た。今年度（２０２０／２１年度）は，６２３．９億プラの歳入に対し，６７６．２億プラの歳出が見込ま

れており，GDPの２．４％にあたる５２．２億プラの財政赤字となる見通しである。１２０．３億プラが

開発予算へ割り当てられる一方，各省庁への割り当て経常予算は５１３．７億プラを想定してお

り，その内，基礎教育省，司法・国防省，保健省，地方自治開発省，及び高等教育・研究・科学技

術省が全体の６０．２％を占めている。本年度，ボツワナ政府は，雇用創出及び民間セクターの成

長促進，とりわけ経済インフラ，人的資源の開発，農業分野の成長，市民経済のエンパワーメント

の促進及び輸出，創造産業へ注力していく。（４日：デイリー・ニュース紙 １及び２面） 



○ IMF，新成長モデルへの移行を助言 

６日及び７日， IMFはボツワナ銀行と共同で経済の多様化をテーマにしたワークショップをカサネ

にて開催した。同ワークショップでは，マクロ経済への議論が集中し，IMFはボツワナが目標として

いる２０３６年までの高所得国及び知識経済への移行を達成するには，鉱物，政府主導型から輸

出及び民間主導の新たな経済成長モデルへ変革し，国内市場の発展，税制改革，不経済な準国

営機関への用心，及び他産業の発展を促す必要がある旨述べられた。（６日：デイリー・ニュース

紙 １面，１５日：ウィークエンド・ポスト紙 １６面） 

 

○ マシシ大統領は，白人ハンティング・サファリ企業の操り人形か  

５日から８日，第４８回サファリ・クラブ・インターナショナル（SCI）が開催された。イベント中，７日に

行われたハンティング・オークションにて，７パッケージのうち６パッケージ（１パッケージあたり像１

０匹の狩猟権が与えられる）がボツワナ・ハンティング業界で２０１３年以前に恩恵を受けた同じ白

人企業に販売された。（２１日： ガーディアン紙，１面，４面及び８面） 

 

○ モルピシ静観する 

２７日，一時職務停止処分を受けているモルピシ大統領府首席次官は，ハボロネ，エクステンショ

ン１１の公邸で記者会見を予定していたものの，政府より許可が下りなかったため，同会見を取り

やめた。モルピシ大統領府首席次官は，汚職関係で公判を受けており，今月末にはオフィスを引

き払い，高等裁判所にて第三審を受ける。（２８日：ガーディアン紙 ４面） 

 

【外交】 

○ ボツワナ政府，エチオピアに大使館を設立する 

ボツワナ政府は１，１００万米ドルを投資し，エチオピア，アディス・アベバに大使館，大使館員住

居，メンテナンス・ワークショップ，ゲートハウス及び講堂を含む６階建ての施設を設立する。（１０

日：デイリー・ニュース紙 ３面） 

 

○ マシシ大統領，責務を説く 

マシシ大統領は，エチオピア，アディス・アベバにて，第３３回アフリカ連合総会に先駆けて行われ

た，２０６３年アジェンダ・ハイレベルフォーラムに出席した。同フォーラムにて基調講演を行ったマ

シシ大統領は，各加盟国が，国レベルでの計画的な政策の立案と実施を行う必要性を説いた上

で，２０６３年アジェンダが提示するように，加速する大陸統合を達成するためにも，国，地域，大

陸の方策は互いに補完し合う必要がある旨述べた。（１０日：デイリー・ニュース紙 １面） 

 

 

 

 



○ ボツワナ政府，APRM会議に参加する 

ボツワナ政府は，昨年協定書に署名を行ったアフリカン・ピア・レビュー・メカニズム（APRM）に参

加した。記者会見にて，モルワエン大統領府・統治・公共政策担当大臣は，ボツワナにおけるグッ

ドガバナンスの評価により，APRM 加盟国はボツワナの参加を喜ばしく考えている旨述べた。（１０

日：デイリー・ニュース紙 4面） 

 

○ 中国大使，在ボツワナ中国市民に自主隔離を呼びかける 

１１日，インタビューにて，ザオ在ボツワナ中国大使は，ボツワナ国内での新型コロナウイルスの

拡散防止として，中国からの渡航後，自主隔離を行うよう，在ボツワナ中国コミュニティへ勧告した。

また，同使は，現在セレツェカーマ国際空港などにて入国の際に利用されている１１のハンドフリ

ー体温計を供与することによって，当地保健省と協力して，ウイルスの拡散防止に努めている旨

述べた。（１４日：デイリー・ニュース紙 ３面） 

 

○ マシシ大統領，ガインコブ・ナミビア大統領と会談 

１３日，ナミビアへ実務訪問するため，マシシ大統領はボツワナを出発した。同実務訪問はガイン

コブ・ナミビア大統領から招かれたもので，両国大統領は，二国間及び両国の相互利益に係る国

際問題について意見交換を行った。（１４日：デイリー・ニュース紙 １面） 

 

○ ボツワナ，６か国とビザ条約 

ボツワナ政府は，２０１８年４月１日のマシシ大統領就任以降，６か国とビザ廃止条約に署名した。

２３日の国会質疑にて，ユニティ・ダウ国際外務協力大臣は，アンゴラ及びロシアを除く，ビザ廃止

条約に署名した６か国中４か国が公用及び外交旅券保有者のビザ要件を廃止しており，現在他７

か国と交渉中である旨述べた。（２６日：デイリー・ニュース紙 ８面） 

 

○ ボツワナ・ジンバブエ間協力，幅を広げる 

２５日から２８日までの間，マシシ・ボツワナ大統領及びムナンガグワ・ジンバブエ大統領参加の元，

第２回ボツワナ・ジンバブエ二国間国家委員会（Bi-national Commission）がマウンにて開催された。

同会合に出席したユニティ・ダウ国際外務協力大臣は，同会合での取り決めについて，農業，保

健，教育，観光，環境，移民，鉱物，科学技術，移動及び貿易や産業などを含んだ広範囲で大規

模な分野を横断するような協力であり，短期間で大きな進歩を遂げた旨述べた。同会合では，６

つの覚書と１つの同意に署名がされた。（２６日：デイリー・ニュース紙 １面，２７日：同紙 ３面，２

８日：同紙 ３面） 

 

 

 

 



【経済】 

○ ボツワナの主要経済指標 

１）経済成長率（出典：ボツワナ統計局） 

２０１９年第３四半期の GDP は４９５億６１００万プラとなり，第２四半期（４９２億１１６０万プラ）と比

べて０．７％増となった。（２０１８年ＧＤＰ合計は１８９８億６８５０万プラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）年間インフレ率（出典：ボツワナ統計局） 

２０２０年２月は２．２％（１月は２．２％）。 

 

 

３）為替レート（出典：Ｆirst Ｎational Ｂank of Botswana） 

２０２０年２月２８日      ２０２０年１月３１日   

  １プラ＝０．０８７米ドル     １プラ＝０．０８９米ドル 

  １プラ＝１．３４南ア・ランド    １プラ＝１．３１南ア・ランド 

  １プラ＝９．５６円     １プラ＝９．８４円 

 

 

 

実質経済成長率推移（前年比） 

 



 

 

  

 

 

○ ダイヤモンド産業 

１）デビアスグループ，好記録で新年を始める 

デビアス社は，前年同期の販売記録に比べ，天然ダイヤモンド販売が大きく上向いたこともあり，

２０２０年の年を前年よりも好記録でスタートした。５日，アングロ・アメリカ社の公表によれば，２０

２０年の販売額は５億４，５００万米ドルで，２０１９年の販売額５億米ドルに比べ，９％の増加とな

っている。（１日：ウィークエンド・ポスト紙 １５面） 

 

○ ボツワナ航空，政府に２億３，５００万プラの債務 

ボツワナ航空は政府に２億３，５００万プラの債務がある。ツェケディ・カーマ国会議員からの質疑

に対してツラガリ・セホコ運輸・通信省大臣は，航空会社の債務について，エンブラエルジェットを

購入するため，公的サービス債務基金（PSDF）から借り入れたローンのみであり，７年を通して返

済が可能である旨述べた。（６日：デイリー・ニュース紙 ９面） 

 

○ ７月にアフリカ大陸自由貿易協定開始する 

１０日，ハボロネにて，マシシ大統領は，アフリカ大陸自由貿易協定が７月１日より始まり，事務総

長として，南アフリカ出身であるワムケレ・メネ（Wamkele Mene）が選出された旨述べた。（１３日：

デイリー・ニュース紙 １面） 

 

○ ボツワナ，４５億プラの商品を輸出する 

ボツワナ統計局によると，２０１９年１１月，ボツワナの輸出総額は４５億４，９６０万プラで，その内

９０．８％（４１億３２５０万プラ）はダイヤモンドであった。（１４日：ボツワナ・ガーディアン紙 ２面） 

 

 

 

 

為替推移（１プラ＝○円） 

 

［円］ 

 

為替推移（１プラ＝○米ドル） 

 

［米ドル］ 

 



○ １，１００万プラ以上，フォービスに投資 

ボツワナは，４月１９日から２３日に行われるフォービス・アンダー３０を主催するため，政府より約

２７０万プラ，民間セクターより約８３０万プラ，合計１，１００万プラ以上を支払うこととなっている。

２４日，ハボロネで開催された記者会見にて，ペギー・セラメ投資・通商産業大臣は，成功を収め

るであろう，選ばれた起業家２００名を認識するために，同サミットは非常に重要である旨述べた。

同サミットは，ハボロネ及びカサネにて開催される予定で，３７カ国から６００名の起業家，うち２０

０名がボツワナより来場，ほか２００名がボツワナ以外のアフリカ諸国より来場する予定となってい

る。（２５日：デイリ・ーニュース紙 １面） 

 

○ 昇りゆく成長 

２４日，ハボロネで行われた貨幣政策ステートメントによると，２０２０年の国内経済は，昨年よりも

３．６％高い４．４％の成長を見込んでいる。（２７日：デイリー・ニュース紙 １面） 

 

○ ボツワナ銀行貸付金レート維持 

２６日，記者会見にて，モーゼス・パラエロ・ボツワナ銀行理事は，ボツワナ銀行貨幣政策委員会

が，銀行貸付金レートを４．７５％のまま維持することを決定した旨発表した。また，同理事は，グ

ローバル経済における低成長と新型コロナウイルスによる経済活動の低下は，ダイヤモンドの購

入先である中国市場への悪影響を及ぼしかねない旨述べた。（２８日：デイリー・ニュース紙 ６

面，２８日：ボツワナ・ガーディアン紙 ３面） 

 

【文化】 

○ 日本の大学，ソフトボール選手を強化する 

エネルギッシュな日本ソフトボール，中京大学のチームが，ボツワナの各地で，技術講座を開催

する。６日，タボ・タマネ・ボツワナソフトボール協会会長は同チームを迎え入れ，同日から２７日ま

で，グッドホープ，ジュワネン，マスンガ，マウン，ハボロネのチームに所属する生徒に専門知識を

教え込むための国内ツアーを行う旨述べた。（１０日：デイリー・ニュース紙 ２３面） 


